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音楽療法士養成教育を考える 
－3 年間の学生指導を通して― 
 
佐治 順子 
 
要旨 
平成 21 年度から準備してきた全国音楽療法士養成協議会認定の音楽療法士２種資格は、平成
26 年度４月をもって、鈴鹿短期大学の三専攻の学生すべてが取得できるようになる。既に音楽
療法士２種資格を取得して卒業した第１期生や在学生から、音楽療法関係の授業に関するアン
ケート調査を行った結果、資格取得希望者は、自分の視野を広げるため、興味を持って受講し
ていることがわかった。今後は、三重県で唯一取得できる音楽療法士２種資格の養成校として、
社会人学生も含めた履修生のために、受講し易いカリキュラムと授業内容の充実を図っていく
必要がある。 
 
キーワード：音楽療法，音楽療法士，養成教育，２種資格，アンケート調査 
 
１．はじめに 
平成 21 年度に鈴鹿短期大学に赴任して、丁度５年目になる。当時（平成 21 年）は、三重県
内に音楽療法士養成教育機関が一校もなく、音楽療法士の資格を取得するためには近くても名
古屋市まで通わなければならない状況であった。そこで、赴任直後に委託されたミッションは、
その養成教育機関を本校に設置するよう準備することであった。これは、後の教授会資料から
分かったことであったが、鈴鹿短期大学の「将来５ヶ年計画構想」1）の一項目であった。 
この項目は、平成 19 年４月から特別支援教育が学校教育法に位置づけられ、「すべての公立
学校において、障害のある幼児・児童・生徒の支援をさらに充実していくこととなった」2）こ
とに起因していた。文科省によれば「特別支援教育とは、障害のある幼児・児童・生徒の自立
や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児・児童・生徒一人一人の
教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、
適切な指導及び必要な支援を行うもの」３）であり、幼稚園・小学校・中学校・中等教育学校に
おいても、通常の養護学級も含めて、特別支援教育を行うことになっている。これに伴い、こ
れまでの知的障がい/肢体不自由/病弱・身体虚弱児のための盲学校、聾学校、養護学校は、全
て特別支援学校と改名され、重複障がいのある幼児・児童・生徒も、障がいのない児童・生徒
と同じ学級に在籍し、希望によっては同じ教育や「通級による個別指導も受けられる」4)よう
に改定された。しかし、制度が改定されても適切な対応のための学び（研修会）がないままの
施行発進であったので、教育現場の担任教師や支援員らに戸惑いが生じていた 5）。 
音楽療法とは、音や音楽を使って、相手の気持ちや行動の意味を理解し、相互に非言語的コ
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ミュニケーションをとりながら、現在の機能や状況を改善・向上させる支援法である。そこで、
本校のこども学専攻の幼稚園教諭２種や保育士、生活コミュニケーション学専攻の養護教諭２
種、そして食物栄養学専攻学の栄養教諭２種の学生らも、卒業後の現場で、健常児も含めた障
がい児童・生徒と教育的対応がよりスムーズにできるように、非言語的コミュニケーションに
よる新しいアプローチ法である音楽療法の授業を、本学で開講することは意義が大きいと考え
られた。しかも所定の授業を履修すれば、音楽療法士２種の資格も取得できることは、県内唯
一の音楽療法士２種資格取得の養成教育機関という先進的構想とも符合した。 
平成 23 年度４月から正式にスタートした音楽療法士２種資格取得は、正に将来 5 ヶ年構想通
り、来年の平成 26 年４月で、鈴鹿短期大学の全専攻学生が資格取得できる体制にまでたどり着
いた。平成 26 年３月には、音楽療法士２種資格取得の第二期生も卒業する予定であり、やっと
音楽療法士養成校として、自力で歩み始めることができたといえよう。 
本稿では、本学が三重県内唯一の音楽療法士養成機関として、さらに充実発展していくため
に、これまでの音楽療法士２種資格取得の設置経過と、音楽療法の授業の履修学生からの評価
をまとめておくことにする。 
 
２．目的 
本稿は、鈴鹿短期大学で、平成 23 年度から平成 25 年度までに開講された音楽療法２種資格
取得の授業実績と評価、およびその課題をまとめ、県内唯一の音楽療法士養成教育機関として、
さらに充実発展していくために考察することを目的とする。 
 
３．方法 
３・１. 対象 
平成 23 年度から平成 25 年度までに音楽療法資格取得を希望した学生と音楽療法関係授業を
履修した学生数は、表１の通りであった。 
表１．音楽療法２種取得学生数と音楽療法関係授業の履修生数 
注 *生活コミュニケーション学を生活学と示す。 
 
年度 
音楽療法士２種資格取得学生数 音楽療法関係授業の履修正数 
男 性 女 性 こころの癒しと音楽 科学と芸術の間 合唱・声楽 
平成23年 こども学４名 こども学１名 
こども学６名
生活学＊２名
全専攻 16 名 0 名 
平成24年 こども学０名 こども学３名 こども学４名 全専攻 32 名 こども学 19 名 
平成25年 
こども学０名
生活学＊０名
こども学４名 
生活学＊２名 
こども学４名
生活学＊６名
社会人学生７名
こども学 0 名 
生活学＊３名 
こども学 24 名 
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３・２.全国音楽療法士養成協議会の音楽療法士(２種)取得のための単位数 
全国音楽療法士養成協議会が認定する音楽療法士２種資格のためには、全国音楽療法士養成
協議会の「音楽療法士(２種)照合の授与に関する規程｣6)に従って、（１）音楽に関する分野（18
単位以上）、（２）音楽療法に関する分野（８単位）、（３）音楽療法の関連分野（12 単位以上）、
（４）音楽療法実習分野（３単位）、合計で 41 単位を取得することになっている。さらに、音
楽療法士２種資格取得のためには短大卒業（見込含む）が必要であるので、他に 21 単位を追加
し、短大の卒業要件単位数である合計 62 単位数以上取得しなければならない。社会人入学の場
合は、既にこれまでに大学や短大・専門学校などで習得した科目の内、読み替え可能な科目は
履修単位が認可(本学の場合原則として 15 単位まで)されることになっている。したがって、入
学時に事務局に既修得単位認定の証明書を提出し、認可申請をしておくことをお奨めする。 
３・３．アンケート調査 
平成 24～25 年度に入学した音楽療法士資格取得の学生(1，2 年)および平成 25 年度の「ここ
ろの癒しと音楽」履修生（社会人含む）にアンケート調査を実施した。 
質問事項は 7 項目あり、回答者の属性に関する質問 1 以外の 6 問は、全て本校で開設してい
る音楽療法関係の授業に関するものであった(表２)。該当する回答を○印で選択するか、また
は簡単な自由記述で構成され、約 10 分の所要時間で回答出来る質問紙(A4 版１頁）であった。 
アンケート調査の実施は、1，2 年生に対しては、平成 25 年 10 月下旬の授業終了時に配布し、
回収した。回収は、アンケート調査に参加・不参加が特定されないために、全員から質問紙を
回収した。平成 25 年 3 月に卒業した音楽療法士２種資格取得者４名(第１期生)には、「音楽療
法の授業や実習を受けて、そして音楽療法士２種資格を取得して思うこと｣について、同意を得
て同年 5～6 月に郵送にて回答を得た。 
３・４．倫理的配慮 
アンケート調査開始前には、アンケート調査の趣旨説明をし、協力を依頼した。また集計に
おいては個人が特定されないよう処理すること、アンケート調査に不参加であっても何ら不利
益が生じないことを説明した。集計終了後は、全てのアンケート用紙を処分することも伝えた。
アンケート調査に対する同意は、回答記入をもって同意とみなすことをアンケート調査の始め
に明記し、口頭でも伝えた。 
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表２ 音楽療法に関するアンケート 
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４．結果 
４・１．音楽療法２種資格の授業実施までの経緯  
平成 21 年度中に授業内容の確認と配置教員の打診を終え、平成 22 年９月に全国音楽療法士
養成協議会に、正式に「音楽療法士２種資格のための申請」7)の手続きを行い、同年 12 月に認
可された。そして平成 23 年４月より、まずはこども学専攻学生を対象に、音楽療法士２種資格
取得のための授業が開講された。それは、音楽療法士資格のための必修科目がこども学の必修
授業とほとんど重なっていたため、比較的負担が少なく取得できると判断したためであった。
そして平成 25 年３月に、初めて音楽療法士２種資格を取得した第１期生４名(こども学専攻)
が卒業した。 
平成 25 年度からは、生活コミュニケーション学専攻の学生や、さらに授業公開科目として一
般社会人の履修も可能とした。平成 25 年度は、音楽療法の専門科目である「こころの癒しと音
楽」や「音楽療法各論Ⅰ」「音楽療法各論Ⅱ」などの授業に、音楽療法士の資格は取得しない
が、教養科目として、および興味があったため受講する学生（社会人延べ 17 名を含む）が増え
てきた。 
平成 26 年４月からは、食物栄養学専攻の学生やシニア社会人学生、履修証明プログラムの社
会人履修生にも、音楽療法の授業の提供されることになっている。このように、将来５ヶ年構
想に従って、音楽療法士２種資格は、鈴鹿短期大学の全専攻学生や社会人が取得可能まで行き
渡ることができた。 
４・２．音楽療法士２種資格取得と音楽療法関係科目 
平成 23 年度入学の音楽療法士２種資格取得の学生は、当初５名(男性４名/女性１名)であっ
たが、そのうち男性１名が卒業要件の 62 単位に不足が生じたため、資格申請が延期となった。
平成 24 年度入学の音楽療法２種資格取得の学生は、３名（すべて女性）であり、平成 25 年度
は、生活コミュニケーション学専攻とこども学専攻の学生合わせて６名(すべて女性)であった。 
一方、２種資格を取得しないが音楽療法関係科目を履修する学生が増加してきた。特に、平
成 25 年度の社会人への授業公開により、｢こころの癒しと音楽｣に社会人受講生が延べ 11 名、
「音楽療法概論」｢音楽療法各論Ⅰ」「音楽療法各論Ⅱ｣に、社会人受講生が延べ６名であった。
一方、平成 23 年度の「科学と芸術の間（音楽史）」に 23 名、24 年度には、36 名の履修生がい
たが、しかし、25 年度には、こども学専攻と食物栄養学専攻の必修科目と重なったカリキュラ
ムのため、生活コミュニケーション学専攻で音楽療法士資格取得希望の学生３名だけの受講で
あった。 
４・３.音楽療法士２種資格のための開講授業 
全国音楽療法士養成協議会の音楽療法士２種養成に関する規程に基づき、本校で開講してい
る音楽療法士２種取得講座は、表４－１,４－２,４－３の通りであった。 
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表４－１ 音楽療法士２種養成に関する規程による該当科目 
分野区分 単位数 科目群 科目名 単位数 
音楽に関
する分野 
(18 単位) 理論に関する科目群
(４単位以上) 
科学と芸術の間(音楽史) ２ 
生コミ特講Ⅰ(音楽理論) ２ 
実技に関する科目群
(14 単位以上) 
生コミ特講Ⅱ(楽式･編曲法) １ 
保育内容(表現Ⅰ)・ギター表現 １ 
保育内容(表現Ⅱ)･即興演奏 １ 
こどもと音楽Ⅰ・ピアノⅠ ２ 
こどもと音楽Ⅱ・ピアノⅡ ２ 
こころの癒しと音楽(合奏) ２ 
保育表現技術演習(音楽) １ 
生コミ演習Ⅰ(伴奏法) １ 
生コミ演習Ⅱ(ソルフェージュ) １ 
生コミ演習Ⅲ(声楽) １ 
生コミ演習Ⅳ(合唱) １ 
注 生活コミュニケーション学(生コミ)、特殊講義(特講)で示す。 
 
表４－２ 音楽療法士２種養成に関する規程による該当科目 
分野区分 単位数 科目群 科目名 単位数 
音楽療法
に関する
分野 
(８単位)  生コミ特講Ⅲ (音楽療法概論) ２ 
生コミ特講Ⅳ(音楽療法各論Ⅰ) ２ 
生コミ特講Ⅴ(音楽療法各論Ⅱ) ２ 
生コミ特講Ⅵ(音楽療法総合演習) ２ 
音楽療法
実習分野 
(３単位） 事前・事後指導 音楽療法現場実習 ２ 
 音楽療法現場実習事前事後指導 １ 
注 生活コミュニケーション学(生コミ)、特殊講義(特講)で示す。 
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表４－３ 音楽療法士２種養成に関する規程による該当科目 
分野区分 単位数 科目群 科目名 単位数 
音楽療法
の関連 
分野 
(12 単位) 教育に関する科目群
(２単位以上) 
教育原理 ２ 
教育と社会 １ 
こどもと保育カウンセリング ２ 
幼児教育原理 ２ 
ヘルスカウンセリング ２ 
教職概論 ２ 
福祉に関する科目群
(２単位以上) 
社会福祉概論 ２ 
保育原理 ２ 
こどもと家族の福祉 ２ 
老人福祉論 ２ 
養護概説 ２ 
児童福祉論 ２ 
家庭･子育て支援 ２ 
障害児の支援 ２ 
食生活論 ２ 
医学･看護に関する 
科目群 
(２単位以上) 
こどもの保健Ⅰ ２ 
薬理概論 ２ 
病理学 ２ 
栄養学概論 他 16 科目 ２ 
心理に関する科目群
(２単位以上) 
心理学 ２ 
保育の心理学 ２ 
発達心理学 ２ 
精神保健 ２ 
 
４・４.学生へのアンケート調査結果 
 本学の音楽療法士２種資格取得学生へのアンケート調査で、表５のような結果を得た。 
表５．アンケート調査の回答 
質 問 回答(回収率は 100％） 
１．対象者の属性は 平均年齢は 24.5 歳。性別は、男性１名/女性 13 名。 
２．本学で音楽療法士の
資格が取れること
をどこで知ったか 
「先生から聞いて」６名（43％)、「パンフレットを見て」
「友人知人から聞いて」各３名（21％）。無回答２名（15％） 
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３．音楽療法授業をなぜ
履修したか 
「興味を持ったから」12 名(86％)、「友人から誘われて」「先
生から聞いて」各１名(７％)。 
４．現在、音楽療法士２
種資格を取りたい
と思っていますか 
 
「はい」回答は９名(64％)。その主な理由は、「保育士とし
て子どもと心を通わせたいから」｢特別支援学校や盲学校で
使いたいから｣｢福祉に役立つから｣｢できるところまでチャ
レンジしたいから｣｢音楽療法士の資格を取ってそれに準じ
た仕事をしたいから｣｢効果のある音楽活動をしたいから｣
などであった。 
５．平成 25 年度に開講
している音楽療法
の授業を履修して
いるか 
全履修していたのは６名(43％)。他８名(57％)は、数科目
を自分の教養として履修していた。中には、専攻の必修科
目を取りこぼしたため、音楽療法士資格を取得しようか迷
いながら履修している学生もいた。 
６．音楽療法授業を受け
た感想 
 
・最も多かったのは「楽しかった」11 名（79％)。その理
由としては｢トーンチャイム演奏が出来たから｣「知らな
い人と一緒に演奏できたから｣｢手話を使って歌えたか
ら｣｢想像していたよりわかり易くて楽しい。実習もやり
易く、利用者さんとも関わりも楽しい｣などであった。 
・｢ためになった｣は 10 名（71％)。その理由としては「知
らない体験や知識を教えてもったから」｢他の科の人と交
流ができたから｣などがあった。 
・「面白かった｣は９名（64％)。その理由としては｢実践的
で参加型の授業だったから｣｢先生が面白かったから｣な
どであった。 
・音楽療法の授業が「難しかった」｢大変だった｣が、共に
６名（43％)。その理由としては「楽譜が読むのが難しか
ったから」｢ピアノが弾けなくて大変だったから｣などで
あった。 
７．音楽療法の授業に対
する意見や要望 
 
・「回答なし」が９人(64％)で最も多く、次いで｢普段学べ
ないことが学べたから楽しい｣｢実際に歌ったり、演奏し
たり体験できるから楽しい｣｢もっと手話の勉強をした
い｣｢働き盛りの方のうつ症状に対する療法を知りたい｣
「自分の癒しの時間になっている」などであった。 
・「沢山の気づきがあり、自分の考え方が変わった」｢音楽
することにより、いろんな人とコミュニケーションがと
りやすく、会話をしなくても、歌やリズムだけでも楽し
めることがわかった｣などもあった。 
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さらに、平成 25 年３月に卒業した音楽療法士２種取得の第１期生からは、以下のような感想を
得た(表６)。 
表６．卒業生からの回答 8） 
質 問 回答（回答率 80％） 
音楽療法の授業や実習
を受けて、そして資格取
得して思うこと 
・｢音楽療法の授業を受けて、音楽の力と楽しさを学ぶことができま
した。ピアノも少しずつ弾けるようになりました。是非授業に参加し
てみてください。｣ 
・｢音楽療法の資格を取り、音楽のことが改めて好きになりました。
音楽療法の授業や実習を通して、いろんな人とコミュニケーションが
とれることを学びました。｣ 
・｢実際に音楽療法の授業を受けてみると、保育とは違った講義、実
践などが新鮮であり、気がつけば授業に出ることが忙しい学生生活の
中で楽しみとなっていました。｣ 
・「現在私は、保育士として働いている。いずれ音楽療法で学んだこ
とを生かして生きたいと思っている。音楽療法の授業は、資格取得の
ためだけでなく自身の楽しみとして受講することができたので、選択
して本当によかったと思っている。｣ 
 
５．考察 
５・１．音楽療法２種資格の授業実施までの経緯について 
 本学は、音楽科をもたない短期大学であるが、こども学専攻の専門教育科目に、音楽の実技
科目が含まれていたことによって、音楽療法士２種の資格申請が可能であった。そして、本来
は生活コミュニケーション学科の三専攻がそろって申請すべきところであったが、時間割の関
係上、１－２年ごとに取得できる専攻を増やして、追加申請を行ってきた。つまり平成 25 年度
からは、生活コミュニケーション学専攻学生も資格取得可能となり、平成 26 年度からは、食物
栄養学専攻の学生やシニア入学者も音楽療法士資格取得が可能となる。したがって平成 26 年４
月をもって、こども学専攻、生活コミュニケーション学専攻、そして食物栄養専攻のすべての
学生が、音楽療法の講座を受けられ、希望すれば音楽療法士 2 種資格も取得できるところまで
到達することになる。鈴鹿短期大学の全学生が、音楽療法関係の授業を履修でき、単位認定さ
れ、さらに所定の単位数を取得すれば２種資格も取得できるという、鈴鹿短大の特色の一つに
なり、これで、5 ヵ年構想計画の目標が達成されると言えよう。 
しかしレールを敷いただけで、十分ではないことは周知の通りである。18 歳人口の減少傾向
の中、今後も継続的な教育が可能であるように、音楽療法の授業を、魅力ある充実した内容に
する必要がある。卒業後も、感性豊かでコミュニケーション力をもった学生を輩出し、卒業生
がいつまでも社会から望まれる存在であり続けられるように、教員が根気よく個別の指導も加
えながら、学生を指導していかなければならないと考える。 
２年間の音楽療法関係の学びを通して、確かに学生の精神的な成長を随所に垣間見ることが
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できた。しかし一方では、とかく集中力が短い傾向にある現代学生に、如何に興味を持たせて、
継続的に取り組ませることができるかが、今後の課題である。 
５・２．音楽療法士２種資格取得と音楽療法関係科目について 
平成 23 年度は、音楽療法士２種資格が取得できたのが、こども学専攻だけであり、平成 25
年３月に第１期生４名が、幼稚園教諭２種と保育士資格と共に、音楽療法士２種資格を取得し
て卒業した。そして、現在は全員、鈴鹿市および松阪市の保育園の保育士として勤務している。
残りの 1 名もこども学専攻の卒業必修生科目の履修がクリアされれば、音楽療法士２種資格が
取得できことになっている。つまり、音楽療法士２種資格には、短期大学卒業のための卒業要
件も満たされなければならないことになるため、総合的な教養力をもった人間が求められてい
る。 
ある程度のまとまった履修学生がいることは、相互に刺激し合い、学びあう環境と社会性が
育まれると期待される。特に本学において、社会人に解放されている公開授業は、音楽療法と
ペット講座のみである。したがって、音楽療法の授業を履修する学生にとっては、社会人と共
に同じ授業を履修することになり、社会人の熱心な授業態度や意欲ある行動に刺激される大変
好ましい環境になっている。一方、指導する教員としては、履修生の年齢層や社会経験の相違、
そして資格取得意欲の温度差、習得技術力などに個人差があることなどから、履修生の理解と
丁寧な個別指導対応、そして期待に応え得る指導力が求められる。将来を担う有望な音楽療法
士を養成するために本学の果たすべき役割は大きいと考える。 
５・３. 音楽療法士２種資格のための開講授業について 
 本学で開設している音楽療法関係の授業は、全国音楽療法士養成協議会の定める最少限度の
開講科目であるので、資格取得希望者は音楽療法関係のすべての開講科目を履修しなければな
らない。特に通年の演習科目（「こころの癒しと音楽」や「ピアノⅠ」「ピアノⅡ」など）は、
前期、または後期の授業だけを履修しても単位認定を得ることができないので、充分留意する
必要がある。また前述のように、全国音楽療法士養成協議会の資格認定のためには、音楽療法
関係の 41 単位取得だけでなく、本学の卒業要件単位(合計で 61 単位)を取得する必要がある。
つまり音楽療法士２種資格を取得するためには、本校に入学して、各専攻の卒業必修科目を含
む 21 単位以上を取得しなければならない。講義科目は半期で２単位取得できることから、音楽
療法関係科目以外に、前期後期とも週に数科目ずつ履修しておけば十分卒業可能である。 
課題としては、現行の各専攻のカリキュラムでは必修科目が多く、また選択必修科目でもで
きるだけ取得するように奨励していることから、余裕のない学生生活になっていることがあげ
られる。今後、社会人の入学も視野においた大学運営を考えるのであれば、必要最小限の科目
だけで資格が取得できるように、あるいは単位認定科目を増やして、楽しんで学べるような配
慮をとることが大切であると考える。 
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５・４.学生へのアンケート調査結果について 
１)回答者の属性について(質問１) 
圧倒的に女性回答が多かったのは、本学の各専攻学生の殆どが女子学生であることから、致 
し方ないと考える。その中にあって、第一期生の音楽療法士資格取得者に男子４名が含まれて
いたことは、大変貴重な、意義深い存在であったと言えよう。本学において音楽療法の授業は、
専攻の授業に加えて、付加価値として履修できる科目であるため、資格取得までたどり着くに
は、強い意志と努力が必要である。毎年、音楽療法の資格取得に真摯に向き合い、取り組もう
とする学生がいるので、丁寧に指導していきたいと考える。 
２)音楽療法の授業や資格取得について（質問２） 
音楽療法士資格取得の情報は、｢先生から聞いて｣が最も多かった(43％)。これは、３月の入 
学前教育のオリエンテーションや、４月の入学時のオリエンテーションで、音楽療法士２種資
格取得について全学生へ説明をしたことが有効であったと考える。次いで、｢パンフレットを見
て｣｢友人・知人から聞いて｣(21％)であった。これらは、オープンキャンパスや SUZUTAN DAY
時のパンフレットやＨＰ、他に公開講座や講演会時のインフォメーションも有効な情報発信だ
ったと考える。 
３)音楽療法への関心、興味について（質問３・４） 
音楽療法の授業を履修しようと思ったのは、｢興味を持ったから｣が 12 名(86％)で圧倒的に多 
かった。担当教員として、まずは興味を持ってくれることが習得への近道であると思うので、
期待できると考える。また、音楽療法士２種資格を取得したいと思っている学生が 10 名（71％）
いた。これは、現在音楽療法士の資格取得の授業を履修している学生が６名であることから、
さらに４名多い学生が希望を持っていることになる。是非目標が達成できるよう頑張って欲し
いと願っている。 
音楽療法士２種資格を取得したい理由に、「子どもと心を通わせたい」｢特別支援学校や盲学 
校で使いたい｣など、具体的な目標をおいて考えている学生がいたことが確認された。｢できる
ところまでチャレンジしたい｣と、音楽療法士の道の難しさを感じつつも乗り越えようとする気
持ちも表現されていたことから、将来へ繋がる可能性を感じた。 
４)履修上の問題について(質問５) 
音楽療法関係の授業を取りこぼしていた学生が 1 名いた。残念ながら音楽療法士２種資格の 
本学のカリキュラムでは、２年間で取得できるようになっていることから、仮に取りこぼし科
目があると、卒業後に科目等履修の形で単位を修得した後、遅れて資格申請することになる。
勿論、在学中に取得した単位は、卒業後も有効であるので、もし取りこぼしをしてしまった時
は、卒業後余裕のある時に追加履修して、資格取得して欲しいと願っている。また平成 26 年度
以降の社会人入学者には、長期履修制度の活用も一案と考える。 
一方で、資格は要らないが教養として履修している学生が８名（54％)いた。したがって、音 
楽療法の授業は、必ずしも資格取得のためではない授業として学生に認識されていることを確
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認した。資格取得のためだけでない授業が本来の大学授業の姿であり、資格取得はその結果で
あると考える。教員としてはできるだけ分かり易く説明し、さらなる理解と豊かな人格形成に
繋げるよう努力して行きたい。 
５)音楽療法の授業に対する感想・要望について(質問６・７) 
音楽療法の授業に対する感想(複数回答)では、｢楽しかった｣(79％)｢ためになった｣(71％)｢面 
白かった｣と(64％)いう前向きの評価のほうが、｢難しかった｣(43％)｢大変だった｣(43％)という
評価より多かった。しかし本学には、入試に実技試験がないことから、入学後の実技指導だけ
では限界があると考える。 
幸いなことに、これまでの音楽療法士資格取得の履修生は、入学前に何らかの楽器に触れて
いた学生が多いことから、何とか２年間の指導で実習にまで漕ぎつけることができた。しかし
現場で即戦力となるためには、決して十分とはいえない状態であることは、学生自身も自覚し
ていると考える。したがって、将来、現場で音楽療法士として仕事をしていくためには、時間
を見つけて絶えず技術の習得と経験を積んで欲しいと願っている。実際第１期卒業生の中で、
いつか音楽療法士１種資格を取得して、現場で活用していきたいという希望をもって練習に励
んでいる者がいることを耳にしている。 
音楽療法の授業に対する意見や要望は、何も記入されていない回答９名（64％）であった。
これは、現在の授業に満足していると単純に解釈して良いのであろうか？恐らく、音楽療法の
授業が県内に他にないことから比較できずに、このようなものと考えていることの結果からか
もしれない。一方、その中でも記載されていた要望として、「もっと手話を勉強したい｣｢障害者
ではなく、働き盛りの成人のうつ症状に対する療法を知りたい｣という具体的な要望もあった。
これらは、今後の課題として前向きに検討したいと考えている。 
音楽療法の授業を受けて思うこととして、｢気づき｣の体験や、「コミュニケーションのとり方」
｢音楽を通した楽しみ方｣を知ったことなど、たくさんの学びがあったことが確認された。この
音楽療法士養成教育の流れが継続することによって、三重県内に、本当の音楽療法士の知見を
もった卒業生を輩出できると信じる。 
第１期生からの回答（表６）は、本学で初めての音楽療法の授業を受けて、共に悩み、その
苦楽を潜り抜けてきた先輩の生の声として、後輩らが真摯に受けとめ、その精神を引き継ぎ、
各自の仕事に生かしていって欲しいと願っている。 
５・５．残された課題と展望 
１）音楽療法士資格の取得には、各専攻の必修科目に、さらに追加して取得する授業であるた
め、履修への強い意欲が必要となる。この３年間の養成教育から、実技経験なしで入学した学
生でも、勉強したいという意志をもって臨めば、卒業時までの２年間でかなり技術も上達した
例を体験している。相手を理解しようと心がける気持ちが、人間的な成長を促すのであろうと
考える。 
しかし中には残念ながら、楽しければやるが、難しくなれば諦めてしまう。断わりなしに休
－ 80 －
んでしまう。努力しない。泣き出してしまう。自分の主張を通そうとする…などの学生も見受
けられた。現代の若者の一般的傾向と言ってしまえばそれまでであるが、それは、短大入学以
前の家庭生活や学校教育に起因していると推測される。したがって良い点を見つけてできるだ
け褒めながらも、如何にして意欲をもって資格取得に向かわせるかが課題である。 
２）平成 17 年度から本校主催の公開講座「ライフセミナー」で、毎年音楽療法の講演をしてき
たことによって、三重県内外の多くの参加者と出会うことができた。さらに三重県主催の「み
えアカデミックセミナー」や「移動講座」でも、鈴鹿市、津市、松阪市、伊賀市、紀北町、大
台町などの皆さんにも、音楽療法の実践講演をして来た。そして最近、やっと三重県内で、音
楽療法が理解され、関心が寄せられるようになったように感じている。 
毎年本学の夏休みに開催される幼稚園教諭免許更新講習会の受講者から、最近の統合保育や
特別支援教育の関係で、「障がい児が健常児の中にいる時、どのように対応すればよいのか」と
いう質問が多く寄せられた。公立の幼小中学校では、特にベテラン教員の方々は、新しい障害
児教育や行動療法、音楽療法についての学ぶ機会がなかったために、対応に戸惑いを感じてい
るようである。働きながら音楽療法士資格が取得できるのであれば是非とりたい、学びたい現
役の教員の声を多く耳にした。 
一方、本学の現在のカリキュラムでは、音楽療法関係の授業が月～土曜日に散らばっている
ために、社会人が資格を取得することは現実的に難しい。もし地域に貢献する開かれた大学で
あるためには、学生にとっても、社会人にとっても、履修し易いカリキュラムに改善していか
なければ、科目等履修生やシニア入学者が増える可能性が少ないと懸念される。 
３）音楽療法士２種の養成教育に関する学術的な研究はない。したがって、本稿では、鈴鹿短
期大学での３年間の音楽療法関係の授業と、履修生のアンケート調査を基に考察を行った。限
定的な調査研究に留まったが、今後三重県内で音楽療法の養成教育が発展していく過程におけ
る出発点として、記録しておく。 
 
６．まとめ 
６・１．平成 23 年度より数名ずつではあるが、音楽療法士２種資格取得の履修生が、本学の
各専攻におり、次第に増加傾向にある。また資格取得はしないが、基礎教養科目として、およ
び一般人の授業公開科目として、履修する学生が増加している。平成 26 年度には、全専攻の学
生が音楽療法士２種の資格取得ができるようになり、将来５ヶ年計画構想が完了することにな
る。 
６.２．音楽療法士２種資格取得のためには、音楽療法関係の科目で 41 単位＋その他の科目で
21 単位の履修が必要である。本学では、41 単位ぎりぎりの開講授業であるため、資格取得学生
は、音楽療法関係の全ての開講科目を履修し、単位修得する必要がある。 
６.３．履修学生のアンケート調査より、音楽療法は「楽しく」（79％）「ためになる」（71％）
授業であり、殆どの履修学生が、「興味を持って受講した」（86％）ことが確認された。今後は、
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さらに授業内容を充実し、学生や社会人らが共に、履修し易く、実践力が身につけられる授業
提供をめざしたい。 
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（http://www.suzuka-jc.ac.jp/info/2013_Music_therapy.pdf.pdf アクセス 2013 年 10
月 30 日)． 
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Nobuko SAJI 
 
Since 2009, I have been preparing a music therapy education program at Suzuka Junior 
College. The program is aimed for the acquisition of music therapy license (class 2) 
approved by National Music Education Society for Music Therapist. From April, 2014, 
every student at Suzuka Junior College who wishes to acquire music therapy license will be 
able to enroll in this music therapy course. I have conducted a questionnaire survey 
concerned with music therapy lecture to the students attending the course and the 
graduates who completed the course and acquired music therapy license. The results 
indicated that students wished to acquire music therapy license because they had strong 
interest in music therapy practice and wanted to broaden their views. Since Suzuka Junior 
College is the only college which offers music therapist training program in Mie Prefecture, 
we have a responsibility to provide a substantial educational program and to plan a course 
schedule which are more convenient for both college and adult students. 
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